
one point advice


one point advice


one point advice


one point advice
図のタイトルは、PGLAB の第３引数で指定する。

one point advice
Ｙ軸のタイトルは、PGLAB の第２引数で指定する。斜体字は、\fi で指定する。

one point advice
Ｘ軸のタイトルは、PGLAB の第１引数で指定する。斜体字は、\fi で指定する。
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one point advice


one point advice
このサンプルでは、PGENV を用い、      CALL PGSCI(1)      CALL PGENV(0.,5.,-0.3,0.6,0,1)の部分で軸と目盛りを描いている。PGENV では、目盛りの間隔などは pgplot が勝手に決めてしまうので、ユーザがこれを指定することは出来ない。
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one point advice
これらの緑色の記号は、ソースコードの      CALL PGSCI(3)      CALL PGPT(100,XS,YS,3)      CALL PGPT(100,XS(101),YS(101),17)      CALL PGPT(100,XS(201),YS(201),21)の部分で描かれている。PGPT の最後の引数が記号の種類を表す。直前のループで与えた300対のデータ(XS,YS))のうち、最初の100個を記号"3"(=＊印)で、次の100個(101～200番目)を記号"17"(=中身を塗りつぶした円)で、さらに次の100個(201～300番目)を記号"21"(=中身を塗りつぶさない円)で描いている。記号の種類については、pgmarks.pdf を参照のこと。

one point advice
この水色(シアン)の記号と誤差棒は、ソースコードの      XP = XS(101)      YP = YS(101)      XSIG = 0.2      YSIG = 0.1      CALL PGSCI(5)      CALL PGSCH(3.0)      CALL PGERR1(5, XP, YP, XSIG, 1.0)      CALL PGERR1(6, XP, YP, YSIG, 1.0)      CALL PGPT1(XP,YP,21)の部分で描かれている。予め与えてある101番目のデータについて、通常の３倍の大きさの(PGSCH で記号の大きさを指定できる)中空き円(記号番号"21")を描き、その周りのＸ軸、Ｙ軸方向に PGERR1 で誤差棒を引いている。PGERR1 の第１引数に"5"を指定すると与点のＸ軸方向正負両側に誤差棒を引くことを意味し、"6"を指定するとＹ軸方向正負両側に誤差棒を引くことを意味する。記号の種類については、pgmarks.pdfを参照のこと。
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one point advice
この赤い曲線は、ソースコードの      CALL PGSCI(2)      CALL PGLINE(101,XR,YR)の部分で描かれている。

advice
このサンプルでは、数種類の記号を使い分けてデータをプロットし、色違いの曲線を重ね、さらに指定した一つのデータにＸ、Ｙ両方向の誤差棒を付けるという作図例が紹介されています。ソースコードは pgex07.f です。黄色いメモ帳印のところをダブルクリックすると、それぞれの部分についての簡単な説明が現れます。この窓を閉じたい時は、窓の中でシングルクリックし、さらに左上隅に現れる灰色のボタンをシングルクリックして下さい。


